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   This report deals with 55 experiences of  catheter fixation by Gebhardt's method in the 
operation of the lower urinary tract. 
   This method is so convenient in the management of  postoperative catheterization, that no 
discouraging urinary complications has been observed.
手徳時 の経尿道 式留置 カテーテル のおき方 は
各研究蛮又 は各機 関 に於 いて種 々の方 法が とら
れているが,要 は,1)体動,勃 起,閉 塞等 に よ
りカテ～テルの抜去 のおそれ な く,2)患畜 に与
える苦籍 の少 ない,方 法であれば よい.
我 々iXGebhardtの方 法に準 じたカテーテル
第1表
疾 患 名1症 例 数
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手　　衛　　徳　　式　　　1件　　　　数　　　　 　　　 　 　
　　膀胱被膜式前立腺易lj除術　　　'　　 23
　　膀胱壁離分切除徳　　　　　　　　　　10
　　前立腺亜全易11除術 　 　 i　 5





　　膀鞭 騨 潮 嚇 　 　 i　 l
　　前立腺全別除術　　　　　　1　　 1
　　購 駿 切 石 衛　　　　　　・　　　 圭
　　尿管瘤切除術　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　 …






Gebhardtの記載 と殆んど全 く同様である.我 々は
次の如く施行している.尿道に8～11番のネラ トソカ
テーテルをお く.その先端より5mmの位置に第1図
の 如 く長さ約50cmの5号 絹糸を通し,1回 結び,
















































応じて,カ テーテルを抜去す ることな くそのま
ま若干移動 させ得 るので,排 尿管理がより容易
であつた,
結 語
Gebhardtの方 法にな らつて の我 々の施行 す
る持 続 カテーテルの留 置方法 を報告 した.我 々
は55例の下部尿路手術 患者 に応用 したが,本 法
は1)施 行が簡単 で,抜 去 のお それ がない,2)
患者 に与 える苦痛 が少ない,3)排尿管理 が容 易
で ある,等 の利点 を有 す るものであ る.
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